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1．研究の背景と目的 

近年、地球温暖化が地球規模の環境問題になっている。

一方で日本の職場では夏季でもスーツ・ネクタイを着装す

る服装規範が重視されていたため過冷房の職場が多かっ

た。そこで、2005年から環境省が音頭を取り温室効果ガス

の原因となる冷房使用の抑制のため28℃に設定温度をあ

げ、温熱的快適性を担保するため涼しい服装を推奨する

「クールビズ」運動を開始した。現在ではクールビズが定着

し、オフィスや公の場にて着衣を軽装化することが一定の

効果をあげていることが証明されている1）～2）。 

被服は手軽に持ち運べ、冷暖房のように温室効果ガスを

排出せず、エネルギーを大量消費せず、個別に調節可能

であるため、持続可能な社会の構築のために重要な役割

を担う。被服のこのような素材やデザインによる調整力を理

解し、知識として定着させ、実践する力を身につけることが

重要となる。しかし、中学生はクールビズを、その言葉に象

徴されるように会社員の問題としてとらえ、自分事として環

境に配慮した着方を考えては無いと思われる。被服を日常

的に快適に着こなす方法を体験的に学習することは、今後

の社会生活における実践的な態度を育成するためにも意

義があり、被服や室内環境の整え方の工夫や考え方を伝

える教科として家庭科教育が果たす役割が大きい 3）。 
新学習指導要領の中学校の技術・家庭の家庭分野では

「衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して、より

よい生活の実現に向けて生活を工夫し創造する資質・能力

を育成することを目指す。」を目標とし、「小学校家庭科で学

習した内容を踏まえ、系統的、発展的に指導をできるように

する」4）としている。小学校では着方の工夫による保健衛生

的な役割のみ学ぶため、保健衛生的役割と社会的な役割

との両立の問題は扱わない。中学生は一日の大半を制服

で過ごす。制服は社会生活上の標識的役割や準正装とし

ての服装規範的役割を担う一方で日常着でもあるため、保

健衛生的にも快適である必要がある。そこで、制服を題材

に小学校で学習した着衣の保健衛生上の役割をスパイラ

ルに復習しつつ社会的役割との両立を図ることをめざした

学習が被服の役割を総合的に理解させ、実践的な態度を

育成することにつながると考える。ここで、素材の物性と比

べて襟元の開口などの被服のデザインの温熱効果に関し

てはその効果は実感しても、評価方法や再現性の面で難

しく、学校現場で簡易に計測する評価法は確立されていな

い。そこで、厳密な条件下で計測した結果で科学的に理解

すべき観点を明らかにし、それを学校現場で理解しやすい

教材に落とし込む必要がある。 
衣生活において既製服が中心的な役割を果たす中、フ

ァッションへの興味関心が本格的に高まる高校生の前段階

の中学生の時期に保健衛生的な機能が損なわれないよう、

社会的機能とのバランスをとる着装教育をする必要がある。

しかし、中学生になってから私服を購入する機会がほとん

どないという実態や、中高生・大学生の衣服に対する意識

調査 5)～10）から、自分で衣服の購入・選択を行う大学生と比

較して中高生では学校で着装に関する知識の定着を図っ

ても、日常的に着装する服装の購入や TPO に合わせての

選択などの着装実践を親に委ねているため実践的な態度

の育成につながりにくい現状がみられた。そこで、体験的

な着装学習にて得た知識や技能を活用して実践する場とし

て学校行事での活動を設定すれば、実践的な態度を見取

ることができる教育プログラムとなると考えられる。 
本研究では、教材開発に先立ち、制服用Ｙシャツの襟元

や脇から裾にかけてのデザインがＹシャツの換気速度、熱

水分移動特性や温熱的快適性に及ぼす効果を明らかにす

る。さらに制服の温熱的快適性に影響するデザインや素材

の効果を体験的に理解、実感させる教育プログラムを試案、

実践する。その上で、授業実践前後に行った生徒対象のア

ンケート調査の分析からこの教育プログラムの効果を検証
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することを目的とする。 
2.制服用 Ｙシャツのデザイン効果の実験 

2.1実験の概要 

ポリエステル（PET） 65％、綿 35％ の同一素材で、襟

元の開きのデザインと脇から裾にかけてのゆとり量が異な

る 3種類のＹシャツについて、2015年5月下旬から 7月中

旬に大学内の人工気候室で温度28℃、湿度50％RHに設

定し、換気や熱水分移動特性および温熱的快適性につい

ての実験を行った。Ｙシャツの素材の諸元を表 1 に、デザ

インの特徴を図 1 に示す。なお、実験に際し、事前に被験

者にはインフォームドコンセントを行い、承諾を得て行った。  
表1 実験試料の諸元 

繊維組成 
(%) 

厚さ 
(㎜) 

熱伝導率
(W/m/℃) 

熱抵抗値 
（℃･m2/W） 

通気抵抗 
(℃･Pa･s/m) 

接触冷温感 
(W/cm2) 

PET65・綿35 2.1 2.45×10-3 0.86 0.12 0.14 
 

2.1.1換気量の測定 

Crockfordら11)は室内の換気量の計測法の一つであるトレ

ーサガス法を初めて狭い空間である被服の換気量測定に

導入した。Havenithらは過渡法・定常法を比較し12）、トレー

サガスの種類（ArガスとCO2ガス）を比較し13）、定常法が過

渡法よりも精度が高く、ガスによる遜色がないこと等、換気

量計測の精度を検証した。薩本はHavenithに師事し換気速

度計測装置を開発し、歩行を模擬できる下半身幼児マネキ

ンを用いておむつの歩行時の換気速度計測を行い、十分

な精度で局所の換気も計測可能なこと14)、被験者実験でも

計測可能であることを明らかにした15)。そこで本研究でも開

発した計測装置（図2左）を用いて換気速度計測を行った。

トレーサガスとしてCO2ガス（99.95%の純度）を用い、空気と

混合して5000ppm（0.5%）に制御し、流量は制御機能付き流

量計（山武(株)製，MQV）でinlet/outletとも0.5l/minに制御し、

流量を計測した。CO2濃度計測にはCO2 分析センサ

(GMP343, Vaisala ㈱社; 精度 ± 5 ppm + 2%)を用いた。 

健康な成人男性6名(年齢25.8±8.8歳、身長169.1 ±4.0 cm，

体重63.0±8.7kg)を被験者とした。被験者は実験開始約30分

前に短パン着装で人工気候室に入室した。トレーサガスが

着衣内で均等に導入、排出されるように直径2mmのチュー

ブを導入用（inlet）と排出用（outlet）各々前面4本、背面4本
の合計8本ずつ分岐させた。チューブの先端から1mの範

囲には1cmピッチでドリルで1mm直径の貫通する穴を開け

て炭酸ガスの均質性を高めるようにしてある。導入用と排出

用チューブは交互に上半身裸体の前面躯体部（貼付状況

を図2に例示）と背面躯体部に貼付した後、Yシャツを着装

した。トレッドミル速歩(6km/h) を10分行い、inlet/outletの
CO2濃度をバルブで切り替えて各5分間ずつ測定した後、5
分間、環境のCO2濃度を測定した。計測したCO2濃度とinlet
の流量データから式（1）を用い換気速度（ventilation rate：
VENTと略）を算出した。 

VENT＝CO2in−CO2out
CO2out−COe

Vin・・・・・(1) 

ここで、VENT：換気速度（ℓ/min.），CO2in : inlet に流入する 
CO2 の濃度 (ppm), CO2out: outlet に流出する CO2 の濃度 
(ppm), CO2e: 環境のCO2 濃度 (ppm), V: inletと outletの流

量 (ℓ /min.) 
被験者 6 名は各々3 種類の Y シャツを着装して日内リズ

ムの影響を避けて別日の同時間帯に実験を行った。 

2.1.2温熱的生理・心理評価のための温熱生理実験 

換気量の実験と環境条件、実験着衣、被験者は同様で

ある。被験者は短パンのみで体重を測定した後、人工気候

室に入室し、温度・熱流束計（江藤電気㈱：S11A）、発汗計

（㈱スキノス:SKN-2000）を胸と背に貼付された後、スポーツ

ドリンクを 200ml 飲み、Y シャツを着装し実験開始した。図

3 に示す手順で 10 分間座位安静にし、トレッドミルで速歩

 

図1 制服用Yシャツのデザインの特徴 

 

図2 換気量計測装置の模式図とチューブ装着の様子 

1レギュラーカラー 

（reg1） 

 

2スキッパーカラー

裾絞り（sk2） 
3スキッパーカラー 
裾広がり（sk3） 

首元までボタンを

留めるタイプ 
sk2､sk3ともレギュラーカラーの第一ボタン

の位置の襟の部分が開き、第二ボタンの位

置よりボタンを留めるタイプ。sk3は sk2より
も脇のラインが裾に向けて広がっている。 
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（6km/h）を 20 分間行い、座位安静で 20 分間過ごした。環

境温（グラム㈱：LT200A）、発汗量、皮膚温、放熱量は各々

10 秒毎に収録した。約 5 分毎に主観申告（湿潤感、べとつ

き感、快適感）を●のタイミングで申告した。被験者は各々3

種類のYシャツを着装して別日の同時間帯に実験した。 

熱通過率ℎ𝑡𝑡を式(2)により算出した。 

ℎ𝑡𝑡 = 𝑞𝑞 （𝑇𝑇𝑠𝑠𝑠𝑠 − 𝑇𝑇𝑒𝑒）⁄ ・・・・・・（2） 
ℎ𝑡𝑡:熱通過率(W/m2/℃), 𝑞𝑞:放熱量(W/m2), 𝑇𝑇𝑠𝑠𝑠𝑠:皮膚温(℃), 
𝑇𝑇𝑒𝑒:環境温(℃) 

発汗量の経時変化の算出方法について以下に示す。式

(3)に示すように実験前後の被験者の重量変化と補給した

水分を総発汗量𝑊𝑊ｔとする。 

𝑊𝑊ｔ＝𝑊𝑊𝑏𝑏 + 𝑊𝑊𝑒𝑒 −𝑊𝑊𝑎𝑎・・・・・・（3） 

𝑊𝑊ｔ：総発汗量（g），𝑊𝑊𝑏𝑏：実験前の被験者の重量（g）, 
𝑊𝑊𝑎𝑎：実験後の被験者の重量（g），W𝑒𝑒：補給した水分（g） 

タオルと着衣量は実験前と実験後の 2 回測定した。タオル

は実験中に適宜、被験者が汗を拭きとったものを実験直後

に測定した。実験終了時のタオルや着衣の重量増加量の

合計を無効発汗として計測し、式(4)から有効発汗量𝑊𝑊ｖを

算出した。 
𝑊𝑊ｖ＝𝑊𝑊𝑡𝑡 −𝑊𝑊𝑖𝑖・・・・・・（4） 
𝑊𝑊ｖ：有効発汗量（g），𝑊𝑊𝑖𝑖=無効発汗量（g） 

発汗計の数値により実験中の発汗開始のタイミングや、発

汗の経時変化が把握できる。しかし、発汗計の貼付は胸と

背の 2 箇所であり、実験前後の重量変化とは一致しない。

そのため発汗計の 2 箇所の積算量の平均値と式(4)で算出

する有効発汗量が一致するように発汗計の出力を補正し、

その係数をかけて各時間における経時的な発汗量を算出

した。 

2.2実験結果と考察 

実験結果は全て被験者 6 名の平均値で示す。 

2.2.1換気速度にＹシャツのデザインがおよぼす効果 

着衣の換気速度の結果を図4に示す。 
襟元が立体的に開き(sk2, sk3)、裾に広がるデザイン

(sk3)の方が、標準型(reg1)よりも換気速度が増加するこ

とが分かった。 

2.2.2熱通過率にYシャツのデザインがおよぼす効果 

胸部の熱通過率の計測結果を図 5 に示す。6 名の被験

者の平均値を散布図で示し、標準偏差を 5 分ごとにエラー

バーで示してある。 
運動中に sk3の熱通過率が sk2 , reg1より有意に大きく熱が

逃げやすくなった。襟元と裾のゆとりが放熱を促進した。 

2.2.3発汗量にＹシャツのデザインがおよぼす効果 

腹部の発汗量の計測結果を図6に示す。 
運動中は差が小さいが、運動後にデザインによる差が見

られ、首元までボタンを留めるタイプのＹシャツ(reg1)の運

  

 

図3 温熱生理実験の手順  
図4 換気速度比較 

  
図5 腹部の熱通過率 

  

図6 腹部の発汗量 
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動の直後の数分間に発汗量が運動中より増加してピーク値

を示した。これは、運動中に起きていたふいご作用による

換気が運動を止めたことで対流放熱が急に減少し、その結

果、貯熱量が増加し、放熱量を増加させるため、発汗量の

増加を招いたと考えられる。閉塞的なデザインの服ほど着

衣としての熱抵抗、蒸発熱抵抗が高いため、人体の生理的

負荷の増大に伴い、発汗量の増加がより大きくなったとい

える。 

2.2.4主観申告にＹシャツのデザインが及ぼす効果 

湿潤感の実験結果を図7に示す。 

「全く湿っていない(1)」から「とても湿っている(5)」の 5 段階

で値が大きくなるほど湿っていると感じていることを示す。 
運動終了 5 分後にレギュラータイプ(reg1)よりも襟元と裾

の改良タイプ(sk3)の湿潤感が 5％水準で有意に低かった。

べとつき感の実験結果を図8に示す。 

 

べとつき感は「全くべとつかない(1)」から「とてもべとつく(5)」

の 5段階で申告させた。運動終了後5分後にべとつき感に

おいてもreg1よりもsk3の方が5％水準で有意に低かった。

快適感では sk3 が運動中の不快感が最も小さかったが有

意差は無かった。 

2.2.4実験の考察 

トレーサガス法を用いた換気実験より同一素材でもＹ

シャツのデザインの工夫により換気速度が増加すること

を確認できた。また、温熱生理実験より、襟元の開口の

工夫により胸部の熱通過率や腹部の発汗量に差が認めら

れたことから、襟元の開きのデザインと脇から裾にかけて

のゆとり量が放熱や汗の蒸発を促進したと考えられる。

さらに、被験者の主観申告からも襟元の開口の工夫が有

意にべとつき感、湿潤感の軽減に効果があることが明ら

かになった。Yシャツのデザインの工夫に着目してエビ

デンスを確認したが、吸水や速乾性などの素材特性も影

響することを先行研究で明らかにしている 16)。以上、

理解すべき観点として素材とデザインの効果を明らかに

したが、それを中学校で生徒に理解しやすい教材に落と

し込み、授業で取り上げ生徒に考えさせる必要がある。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

3.教育プログラムの開発 

3.1教育プログラムの内容 

「TPOを考えた着こなしを考える」学習を 2016年5月

に横浜市立T中学校にて、3年全学級（9クラス）で、修学

旅行に行く前後の全4時間の授業実践を行った。家庭で

は服の選択を親任せにする中学生も多いと考えられるた

め、服の選択を自分事として考え、学習に必然性や有効感

をもたせるため、学校行事である修学旅行を着装実践の評

価の場に設定した。題材を貫く課題を「修学旅行で着る服

について考えよう～Yシャツを快適に着こなそう～」と設定

し、体験的・実践的な学習活動を編成し、生徒の思考の変

化を見取るために、アンケートを 3回実施した（図9）。
2016年3月に対象者が 2年次に事前（313名、有効回答

数305名（有効回答率97.4％））を行い、2016年5月教

育プログラムの授業実践直後（333名、有効回答数283名

（有効回答率85％））2016年7月修学旅行後（333名、有

効回答数301名（有効回答率90.4％））の計3回集合調査

法で行った。なお、アンケートに先立ちインフォームドコン

セントを行い、実施した。 
第1次では学校生活で着用しているYシャツと体育着に

着目させ、衣服のはたらきを考え、衣服の表示を読み取る

活動をした。第 2 次は、手持ちの衣服の活用と修学旅行の

 

（*：reg1 と sk3 において ｐ＜0.05 で有意） 
図7 Ｙシャツデザインが湿潤感におよぼす効果 

 
（*：reg1 と sk3 において ｐ＜0.05 で有意） 
図8 Ｙシャツデザインがべとつき感におよぼす効果 
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活動時程と照らし合わせ、衣服の活用と選び方を考えさせ

た。第 3 次は、衣服のデザインと着こなしについて、手袋を

使った実験を通し体験的に学習できるようにした。家庭科

では健康・快適・安全の見方をはたらかせ衣生活をよりよく

しようと工夫する実践的な態度を育成することを狙いとして

いる。特に小学校家庭科において、「季節に応じた日常着

の快適な着方」を暑さ・寒さを防ぐ保健衛生上の働きをする

着方 17）としている。そこで着衣の快適性を、温熱的快適性

と捉え研究を進めた。温熱的快適性に寄与する要因である

と一般にいわれる汗と、身体と衣服の間の空気層の空気の

移動について、布素材の性質や衣服の開口部デザイン 18）

から体験的に考えさせる学習を、制服の Y シャツを題材に

組み立てた。第４次は、修学旅行にて実践したことをレ

ポートにまとめることで、Yシャツや私服など修学旅行

での自身の着こなしを評価させた。 

3.2衣服の温熱的快適性を体験的に実感させる学習内容 

教材開発に先立つ実験として行った制服用Ｙシャツの

デザイン効果の実験を踏まえ、実践校であるT中学校の

生徒の実態と授業の流れにそって衣服の温熱的快適性を

体験的に実感させる授業実践を行った。また、保温性を

実感させる軍手と手袋を用いた小学校の授業教材 19）と

衣服の着心地を実感させるポリ袋を用いた高校での授業

実践 20）、この２つの先行実践を参考に組み立てた。教

育プログラム第3次の授業（図10）となる。 

本時の展開2 汗による蒸れの解消方法を体験的に考

えさせるために、保健衛生上の機能として汗を吸収しや 

すいインナーに見立てた綿手袋（図11）と、社会生活上

の機能としての外観優先で防しわ性で汗を吸収しにくい

Ｙシャツに見立てたポリ手袋（図12）を用いた。 

  

図9 教育プログラムの全体構想 

図10 衣服の温熱的快適性の体験的学習の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 11 インナーに見立て
た綿手袋 

図12  Yシャツに見立て
たポリ手袋 

導入 

◇体育着とYシャツの着心地の違いをみつける 

展開１ 

◇身体と衣服の間の温められた空気の動きを考える 
◇体育着とYシャツの素材や形状などの違いと汗をかいたと

きの着心地の違いを知る 

展開２ 

◇汗による蒸れの解消方法を体験的に考える 
●開口部の大きさの違いによる空気の流れを比較する 
●汗の吸収と蒸れ感のとらえ方を比較する 

【体験的学習】 

本時のテーマ 

衣服のデザインと着こなしを考えよう 

まとめ 

◇汗ばむ時期にYシャツを快適に着こなす方法を確認する 
◇修学旅行や普段の学校生活で活かす方法を考える 

【授業直後アンケート】 

全体を貫く課題 
修学旅行で着る服について考えよう 

～Yシャツを快適に着こなそう～ 

第１次 「衣服のはたらきと表示を確認しよう」4月 
◇修学旅行で着る衣服から、衣服のはたらきを考える 
◇学校生活で着用するY シャツと体育着の表示を調べる 

第2次 「衣服計画を見直そう」5月 

◇手持ちの衣服を振り返り、修学旅行での活用を考える 
◇衣服購入時のポイントを確認する 

第3次 「衣服のデザインと着こなしを考えよう」5月 

◇体育着とYシャツの快適性の違いを概念的に知る 
◇快適に着こなすことについて、手袋を使って体感する 

【体験的学習後：授業直後アンケート】 

修学旅行 （2泊3日）6月 

1日目 制服 ▶ 広島 平和学習  

2日目 制服 ▶ 午前：広島 平和学習 

午後：京都 班別自主行動 

 3日目 私服 ▶ 京都：クラス別行動 

【着装実践】 

第４次 「課題解決レポート TPOを考えた着こなし」７月 

◇修学旅行にて実践したことを、レポートにまとめる 
【修学旅行後：修学旅行後アンケート】 

【2年次衣生活学習前：学習前アンケート】 
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また、ポリ手袋の指の部分の長さを変え切ることで中指

は襟元の開口型、閉鎖型に見立て、他の指は袖で半袖と

長袖に見立て、開口部の大きさの違いによる空気の流れ

を比較できるようにした。 

まず、開口部の大きさの違いによる空気の流れの比較

実験を行った。開口位置の異なるポリ手袋を右手と左手

にはめ、じんわり汗ばむくらい5本の指を全て握る、開

くという動作を繰り返す。ポリ手袋の手首の部分（下）

から、うちわで風を送り、手と手袋の間の空気の通り方

の違いが、汗をかいた後の肌を通じてどのように感じる

か話し合い、気づきを深めさせた。次に、汗の吸収と蒸

れ感のとらえ方を比較するために、インナーに見立てた

綿手袋の上にポリ手袋（半袖）をかぶせ、汗を吸いにく

い素材の下に、汗を吸収しやすい素材のものを装着した

とき、汗による蒸れがどのように軽減されるか、体験的

に気づかせ、学びを深めさせた。 

3.3教育プログラムの評価方法  

衣服の着心地にかかわる授業研究にて作成されたアン

ケート項目 20）を参考に、教育プログラムの効果を調べる

ために表2に示すアンケート調査を行った。各項目の選

択肢は、そう思わない（1点）～そう思う（5点）の5段

階で回答を求めた。 

アンケートにより得られたデータの分析には統計処理

ソフトSPSS ver.25を用い、平均値の差の検定を行った。 
また、授業プリント内の「授業の感想欄」に書かれた

内容の記述と、修学旅行後に制作したレポートの記述の

集計も行った。 

 

3.4研究の結果と考察 

3.4.1平均値の差の検定による学習前の男女差の検討 
アンケート調査13項目について、衣生活の体験的学

習前の男女差を見るために平均値の差の t 検定を行っ

た。結果を図13に示す。 

衣生活の学習前の生徒のアンケート結果から男女と

も「05天候考慮」と「06場所・場合考慮」で平均値が

4を超えており、学習前からTPOを考慮し着用する意

識が高く「02表示確認」や「04洗濯容易確認」の平均

値は 3 未満であり、衣服の表示や洗濯のしやすさを考

慮せず衣服を選択する傾向がみられた。 
学習前では「02 表示確認」は男女ともに低く、「03 衣

服の機能性」は、ほぼ同じで、他の項目では女子が男子

より有意に意識が高いことを示している。特に「01手持

ち衣服考慮」「10 インナー着用」において差が大きい。 

3.4.2平均値の差の検定による授業の効果の検証 

学習前の生徒の男女差がある項目が多かったので、男

女別に体験的学習授業後と修学旅行後に関して対応のあ

る t 検定を行った。体験的学習授業前後の解析結果を表 3
に示す。体験的学習を取り入れた授業直後のアンケート

では、男子では「05 天候や気候考慮」「10 インナー着

用」以外の 11 項目で学習前よりも有意に意識が上昇し

ていた。女子では「05 天候や気候考慮」「06 場所や場

合考慮」「08寒さ我慢ファッション重視」以外で有意に

上昇した。男女ともに学習後、修学旅行後も3未満の項

目は07、08の「暑さ寒さを我慢してファッション重視」

の項目であった。 

表2 衣生活に関する調査項目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（ *：ｐ＜.05、 **：ｐ＜.01、 ***：ｐ＜.001 ） 

図13 衣生活学習前の男女差のｔ検定の結果 

01 手持ちの衣服との組み合わせを考える 
02 組成表示や取扱い絵表示などを確認する 
03 衣服の機能性を確認する 
04 洗濯のしやすさを考える 
05 天候や気候（T）を考える 
06 着ていく場所（P）や場合（O）を考える 
07 少し暑くても、自分が着たいデザインの衣服を着用する 
08 少し寒くても、自分が着たいデザインの衣服を着用する 

09 衣服の素材を考慮する 

10 インナーを着る 

11 天候や気候に合わせた機能性のあるインナーを着る 

12 天気や気候に合わせ、襟元や袖口、裾の形を選ぶ 

13 スカートやズボンのちょうどよい丈を知っている 

1 2 3 4 5
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男女ともそれ以外は3以上の肯定的な回答に変化してい

る。男子のインナー着用において「11機能性インナー着

用」が学習前よりも有意により肯定的な回答になった。

学習前には「11 機能性インナー着用」の数値が「10 イ

ンナー着用」よりも低く、学習を通して汗を効果的に処

理する機能性に優れたインナーの優位性を意識したこと

がうかがえる。汗処理の原理の理解が、ポリ手袋と綿手

袋を用いた体験的学習から実体験を通して深まったため

と考えられる。同じく「12開口部デザイン選択」におい

ても有意に上昇したことから、ポリ手袋の指先の切り方

を変えて行った実験の効果があったことが認められた。

また、修学旅行を実践の場としたことで、目的に応じた

着用や個性をいかす着用を工夫することの必然性をもた

らしたことが、生徒の意識を有意に引き上げたと考えら 
れる。 
結果は示していないが授業直後と修学旅行後の平均値

の検定を行ったところ、男女ともに「03機能性確認」「05
天候考慮」のみ有意差が認められ、修学旅行後の方が向

上していた。修学旅行先の天候に関する最新の情報を修

学旅行出発直前まで確認し、衣服を整えていたと考えら

れる。他の項目に有意な差が認められなかった。つまり、

体験的学習から修学旅行を経た２カ月後においても学習

効果は維持され、これまでの学習理解が実践に活かされ

ていたことが示唆される。 

3.4.3体験的学習・修学旅行後の男女差の検討と考察 

体験的学習後の実践の効果の男女差を見るために、ア

ンケート調査 13 項目について、男女で平均値の差の検

定を行った。結果を図14に示す。 

体験的学習を取り入れた授業後に男女差が縮小し、有

意でなくなる項目が増えたが、実験で確認した「10イン

ナー着用」「11 機能性インナー着用」「12 開口部デザ

イン選択」の項目で依然として男女差が有意に認められ

た。 
修学旅行後の実践の効果に関しても男女差を見るため

に平均値の差の検定を行った。図15に結果を示す。 

表3 学習の各段階での平均値と有意差 
 男子 女子 

項目 ①学習前 ②学習後 ③修学 
旅行後 

①学習前 ②学習後 ③修学 
旅行後 

01手持ちの
衣服考慮 

2.93 3.86*** 3.99*** 4.30  4.52* 4.55** 

02表示確認 2.20 3.09*** 3.21*** 2.50  3.38*** 3.28*** 

03衣服の機
能性確認 

3.45 3.86** 4.08*** 3.36  3.77*** 4.24*** 

04洗濯容易
確認 

2.10 3.33*** 3.23*** 2.69  3.58*** 3.47*** 

05天候や気
候考慮 

4.07 4.22NS 4.47*** 4.32  4.48NS  4.64** 

06場所や場
合考慮 

3.93 4.25** 4.40*** 4.37  4.51NS  4.61** 

07暑さ我慢ﾌ
ｧｯｼｮﾝ重視 

2.14 2.72*** 2.72*** 2.66  2.93* 2.84NS 

08寒さ我慢ﾌ
ｧｯｼｮﾝ重視 

2.12 2.69*** 2.77*** 2.83  2.96NS  2.89NS 

09衣服素材
考慮 

2.75 3.49*** 3.58*** 3.32  3.78*** 3.72** 

10 ｲﾝﾅｰ着用 3.42 3.46NS 3.60NS 4.18  4.41* 4.44* 

11機能性ｲﾝﾅ
ｰ着用 

3.06 3.51** 3.62*** 3.60  4.08*** 3.99** 

12開口部ﾃﾞ
ｻﾞｲﾝ選択 

2.75 3.54*** 3.61*** 3.42  3.98*** 4.15*** 

13適切なﾎﾞﾄ
ﾑ丈認知 

2.65 3.41*** 3.58*** 3.17  3.93*** 4.05*** 

NS:有意差無し，*：ｐ＜.05，**：ｐ＜.01，***：ｐ＜.001 
②の記号（①と②の有意差）、③の記号（①と③の有意差） 

※網掛文字は平均値が3未満 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（ *：ｐ＜.05、 **：ｐ＜.01、 ***：ｐ＜.001 ） 
図15 修学旅行後の男女差 ｔ検定の結果 

 
（ *：ｐ＜.05、 **：ｐ＜.01、 ***：ｐ＜.001 ） 

図14 体験的学習授業後の男女差のｔ検定の結果 
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有意確率の高い項目の学習前と修学旅行後の平均値の

差を表3で確認すると「01手持ち衣服考慮」にて、女子

は0.25、男子は1.06上昇していた。「10インナー着用」

「11 機能性インナー着用」「12 開口部デザイン選択」

は男女ともに同じように上昇していた。図 14 では有意

であった「09衣服素材考慮」の男女差が図15に示す修

学旅行後に有意でなくなった。修学旅行の際の服の選択

学習の効果があったと考えられる。男子は多くの項目で

女子より平均値の上昇は大きかったが、依然として平均

値自体は女子が高い項目が多かった。体験的学習や修学

旅行実践の実体験を通しても、女子の学習前の意識の高

さが、男女差を維持させたと考えられる。 
3.4.4授業プリントへの記述内容と考察 

学習プリントに記述された生徒の授業の感想の自由

記述を類型化してカウントした。事前アンケートの因子

分析より「インナー着用・TPO 考慮」の因子得点を用

いて3つのクラスタを得た。9クラス中、低群を一番多

く含むクラスを抽出し記述の集計を行った。低群は各ク

ラス2～4名のところ、抽出クラスは7名であった。抽

出クラスの中群は12名、高群は16名であった。 
体験的学習授業直後、修学旅行後の自由記述の結果を

図16に示す。 

  
図16 抽出クラスの感想集計結果 

学習後の自由記述は、「インナー着用」「汗吸収」「袖

の長さ」「空気の流れ」など体験に基づく事実が生徒の

言葉として多く見られた。また、「修学旅行」での活用

を考えた記述が多くあった。学習の活用場面を修学旅行

と明確に定めることが、Ｙシャツを快適に着こなすため

に、暑熱環境下において熱と汗による蒸れをどのように

処理したらよいかより意識できたと考えられる。 
修学旅行後は、学習した内容に関する記述が修学旅行

という活動を終え実感を伴った言葉として記されてい

た。制服を着て行動する修学旅行2日目に、「インナー

が汗を吸収しＹシャツが直接濡れずにいた」「速乾性イ

ンナーの着用で涼しかった」「べたつきが気にならなか

った」などＹシャツの中に着たインナーの効果を実感と

ともに記述していた。さらに「汗を吸収」する機能とし

て「乾きやすいポリエステル」「湿気を吸収しやすい綿」

など自分が着る衣服の素材を調べ、インナーをより効果

的に活用した記述があった。Ｙシャツを快適に着こなす

ための理解が、生徒が自ら服装を考え、決定する過程を

含む修学旅行という実践の場を通して、実験に基づく理

解から実感を伴った理解、実践する態度につながったこ

とが読み取れる。 
授業では、保健衛生上の視点から快適に着こなす方法

を考えるものとして制服やＹシャツを扱い、社会生活上

の機能としては教科書の言葉を押えるにとどまってい

たが、修学旅行での実践を通し「平和の場所にふさわし

い」「気持ちが引き締まった」「統一感があった」など

の記述から、制服の社会生活上の機能が実感を伴い生徒

に理解されたと考えられる。また、「ＴＰＯ」に合わせ

衣服を選択することの大切さや「手持ちの衣服」把握す

る必要性だけでなく、「手持ちの衣服」でさまざまな「組

み合わせができる」「衣服の可能性を知ることができた」

と衣服計画の必要性を実感したことを表記していた。修

学旅行での着装実践を通じ、着装に関する視点が増えて

いた。 
 
4.総合考察 

制服を快適に着こなす視点を主軸にした教育プログラ

ムを開発し、中学3年生を対象に授業実践した。本研究

の前半では著者自身が行ったＹシャツのデザインが着衣

の換気や熱水分移動や着心地への影響を客観評価した実

験の結果から厳密な条件下で計測した結果で科学的に理
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解すべき観点として衿のデザインと裾のデザインとゆとりが

換気や温熱的な蒸れやべとつき感に影響することを明らか

にした。素材の違いと比較して襟元の開口や裾のデザイ

ンなどの被服のデザインの温熱効果に関してはその効果

は実感しても、評価方法や再現性の面で難しく、学校現場

で理解しやすい教材に落とし込む方法が確立していない。

著者らが検討した保温性を実感させるため、衣服の見立

てとして軍手と手袋を用いた小学校の授業研究 19)と衣

服の着心地を実感させるため、ポリ袋を用いた高校の授

業研究 20)がそれらに挑戦した先行事例である。また、中学

生の時期には、制服のYシャツの下に肌着を着る保健衛

生的な意味を理解させることが大切である。そこで、本

研究の後半では上記先行事例を参考に中学生に実感を持

って着心地へのデザイン要因として衿の開口と袖の長さ

の効果、肌着を着る意味につい理解させることを意図し

た見立てによる教育プログラムを開発した。 
生徒の衣服の働きに関する授業内容にかかわる興味、

知識の理解、意識や行動の変容を見るために行ったアン

ケート調査の分析からこの教育プログラムの効果を検討

した。授業前後の対応のある平均値の差の検定をしたと

ころ、実践的・体験的な学習を通して、生徒の知識の理

解、意識の変容が十分に見られたことが量的に裏付けら

れた。 
さらに、修学旅行を学習の実践の場に設定したことで、

学習の目的が明確になり、修学旅行に向けての衣服を具

体的に考える手立てとして有効であったと考えられる。

授業直後と修学旅行後の比較で学習効果が維持されて

いることが確認された。自由記述からもＹシャツの中に

実際にインナーを着た効果や、インナーを着なかったこ

とで暑熱環境下での活動で汗の処理をしきれず、Ｙシャ

ツのように汗を処理しない衣服の下にインナーを着る

必要性や、暑熱環境下で半袖を選択し着ることで「空気

の流れ」による快適さについてふれており、実感を伴っ

た言葉として表現されていた。修学旅行という実践を通

し衣服計画の必要性においても生徒の理解度が増して

いったことが記述からうかがえた。 
衣服の保健衛生上の機能が損なわれないよう文化・社

会的役割とのバランスをとることの学習として、体験的

学習を取り入れたプログラムが生徒の実体験に基づく

実感を引き出し、今後、生徒の生活の場での実践による

学習の定着に効果が期待できることが示唆された。 

5.まとめ 

今後、持続可能な社会に向けて、被服を着用する私た

ちが、意図的に身体と被服の間に生じる間隙の温熱条件

である被服内気候を快適な状態に保つ方法を知識とし

て定着させ、実践する力を身につけることが重要となる。 
本プログラムのように、社会生活上の機能としての要

素が大きい衣服である制服を、日常的に快適に着こなす

方法を体験的に学習することは、今後の社会生活におけ

る実践的な態度を育成するためにも意義のあることと

いえる。 
 また、高校生になるとファッションへの関心が高まり、

着装学習への関心が低下 7）するという、その前段階と

なる中学校で、保健衛生的な機能が損なわれないよう文

化的・社会的機能とのバランスを保つための衣服の着こ

なしをしっかり押さえる必要がある。衣服の機能を理解

し、どんな衣服でも快適に着こなせる実践的な態度を養

うためにも、小・中・高等学校における学習の系統性を

意識した、より実践的で体験的な着心地にかかわる教育

プログラムの開発を目指した研究がもとめられる。 
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